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研究要旨 

研究Ｉ.沖縄県における MSM の HIV 受検者の特性の解析 

2011 年 11 月～2013 年 9月まで、沖縄県保健所にて HIV 抗体検査受検者の特徴を把握し、MSM、

MSM 以外の男性、女性別に属性等を比較検討し、MSM 受検者の受検行動の啓発に最も有効な方策を

明らかにすることを目的としてアンケート調査を行った。受検件数 3,913 人中アンケート回収数

は 1,756 件（44.9％）であった。男性 2,501 人中 MSM と回答しアンケート回収できたのは 382 人

であった。 

1.CBO 活動・資材（以下 CBO 群）の認知では 25-44 歳を中心に 44 歳以下で 96.6％を占めた。2.CBO

群では、偽陽性の意味を把握していた。3.CBO 群では、家族より友人とのコミュニケーション環

境が構築されていた。4.CBO 群では、HIV・性感染症に関する相談支援制度を認知している割合が

高かった。5.CBO 群では男性との性交渉では、コンドーム装着率に差を認めないが、女性では有

意に高かった。6.CBO 群では、行政のホームページ以外の公的資材へのアクセスは有意に高かっ

た。 

本研究実施計画については名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会より実施の承認を得た。(ID

番号11026-2) 

 

研究Ⅱ.コミュニティネットワークを用いたMSMを対象とする性の健康、HIV/AIDS感染予防行動に

関する質問紙調査－GCQアンケート－ 

沖縄地域に在住するMSMの性行動の特性およびコミュニティ組織(Community-Based 

Organizations：CBO）活動の評価分析を行った。 

1.ゲイを自認する割合は、年代間で有意差は認めなかった。2.独居の割合は、年齢が高くなる

につれて正の相関を認めた。3.商業施設の利用率は年齢が高くなるにつれて正の相関を認めた。

4.出会い系サイトの利用率は年齢が高くなるにつれて負の相関を認めた。5.ゲイ向け合コンは

25-29 歳以上、ゲイの乱パは、30-34 歳以上で急に増えて、以後プラトーに達していた。6.ハッテ

ン場利用は、年齢が高くなるにつれて正の相関を認めた。7.ハッテン場（公共施設）の利用は 30-34

歳以上で急激に増加し、40 歳以上が最も高く 50％超の割合であった。 

8.HIV 検査受検歴は、30-34 歳が 75.9％と最も高く、全ての年代で 50％超であった。9.過去 1

年間の受検歴割合は 30％前後であった。10.過去 1 年間の検査場所で、保健所の即日検査と通常



検査の間では、29歳以下ではほぼ同率で差がなく、30歳以上では前者が6％と高い割合であった。 

本研究実施計画については名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会より実施の承認を得た。(ID

番号 11027-2)  

 

研究Ⅲ.地方都市向けのHIV予防啓発プログラムの開発に関するCBO活動実績 

離島県である沖縄は MSM が暮らし辛い環境にあり、当事者 CBO(nankr 沖縄)がその地域にあった

予防啓発プログラムの開発をコミュニティセンターmabui を拠点に行った。 

1.コミュニティセンター「mabui」の運営来場者、新規来場者は年々増えている。センター内で予

防啓発・mabui への誘導イベントを定期的に行い来場者への啓発、nankr 沖縄及び mabui の認知を

行った。来場者には特にゲイバーなどに行かない人が多く、MSM のひとつの居場所となりそれら

の層への継続的な啓発をする場となっている。 

2.ゲイコミュニティへの啓発活動 

年に 4回コミュニティペーパーを発行し、沖縄県内の全 MSM 商業施設(約 50 軒)に配布、オリジ

ナルパッケージコンドームも県内全ゲイバー(約 40 軒)へ設置を行っている。全店への設置は 2

週間に 1度アウトリーチを行っている成果と考える。コミュニティペーパーは 2013 年度から紙面

も拡大し情報量も増えた。 

3.検査促進 

毎年度保健所と協働・連携で MSM 検査キャンペーンや MSM 日曜検査会を実施。検査促進と新規

受検者の掘り起こしとなった。 

新聞に HIV 検査状況が掲載された翌日の nankr 沖縄のホームページへのアクセスが 4倍以上も

急増したことは、MSM 向けの広報活動に、メディアも重要な手段であることが再認識され、今後

はこのようなメディアへの情報発信を検討する必要がある。 

 

研究Ｉ.沖縄県におけるMSMのHIV受検者の性

行動の特性の解析 

A.研究背景と目的 

沖縄県における HIV 感染の増大は大部分が

MSM 間で起きており，病期の進行した症例が

多くを占めていることが明らかとなり，MSM

における検査受検率を現状よりも高めて，感

染者を速やかに医療機関へとつなぐことが喫

急の課題と言える。  

これらの背景から，HIV 検査を軸としたエ

イズ対策に資するために、沖縄県における各

検査施設における受検者の特徴を把握し、MSM、

MSM 以外の男性、女性別に属性等を比較検討

し、MSM 受検者の受検行動の啓発に最も有効

な方策を明らかにすることを目的としてアン

ケート調査を行った。 

 

 

B.研究方法 

1.組織と方法 

沖縄県において沖縄県健康福祉保健部健康

増進課の協力を得て、3 ヶ所の保健所で実施

した。 

実施期間中、協力検査機関を利用した HIV

を含む性感染症の検査受検者の来場時に、調

査依頼とともに配布し、 通常検査・即日検査

ともに、結果を返す前(受付～採血終了～結果

告知前のいずれかの時点で)の記入を依頼し

た。 記入後、回答者本人が回答用封筒に密封

し、回収箱に投函して回収した。各協力機関

において回収されたアンケートを毎月月末に

まとめ、報告票とともに名古屋市立大学調査

事務局に送付し回収した。 本調査は倫理的配

慮として名古屋市立大学看護学部研究倫理委

員会の承認を得て実施された。(ID 番号

11026-2)  



本報告では回答者の性別が男性であり、生

涯に男性との性行為経験を有するものを MSM

とし、MSM 以外の男性、女性の 3 群に分類し

た。また属性等を把握する目的で全体を集計

する場合には、本調査に初回回答であり各項

目に無回答であったものを除き分析対象者と

した。 

2.研究期間  

2011 年 11 月～2013 年 9月末とした。 

3.実施地域 

沖縄県那覇市，南城市，沖縄市の 3保健所

（南部福祉保健所、中部福祉保健所、中央福

祉保健所）で実施した。 

4.アンケート内容 

質問項目は基本属性、性行動、介入プログ

ラムの認知等全 24 問とした。介入の認知項目

以外は本研究班で実施されている他地域の質

問項目と同じ項目とした。 

2013年１月から新たにHIV/STIや検査に関

する知識として以下の 5 項目を追加した。

ウィンドウピリオドについて｢通常の HIV 検

査では、感染から 2～3ヶ月経過しないと感染

しているかどうか分からない(正答)｣、偽陽性

の可能性について｢HIV 即日検査や郵送検査

キットでは、感染していなくても陽性（感染

している）と結果が出ることがある。（正答）｣ 、

偽陽性の場合、再検査の必要性があることに

ついて｢HIV 即日検査や郵送検査キットでは、

検査結果を確認するため病院などで再度検査

が必要になる場合がある。(正答)｣、重複感染

について｢性感染症に感染していると、HIV に

感染しやすくなる。(正答)｣、服薬治療につい

て｢HIV 感染症は医療の進歩で、服薬を継続す

ることでエイズ発症をコントロールできる病

気となった。(正答)｣。これらの項目の追加に

あたっては各保健所担当者や CBO 等の当事者

と検討を重ねた。 

 

C.研究結果 

1.アンケート回収数（表 1） 

実施期間中、協力機関で実施された受検件

数3,913人中、有効アンケート回収数は1,715

件（43.8％）であった。 

2.回答者の属性（表 2） 

有効アンケート回収数に占める属性は男性

684 人（39.9％）、女性 649 人（37.8％）、MSM382

人（22.3％）であった。 

3.アンケート結果 

1）属性別の HIV 抗体検査状況（表 3） 

MSM 以外の男性では初受検が 60％程度に対

し、MSM では 30％と半分で、再受検率が有為

に高かった。女性は MSM 以外の男性とほぼ同

じ傾向であった。過去 6 ヶ月の HIV 感染の不

安度は、両群で差は認めなかった。逆に女性

群では強い不安感を示す割合が高かった

（データ非掲示）。受検者の年齢構成では、両

群とも 25-34 歳が最も多いが、45 歳以上では

MSM群はMSM以外の男性の半分に減少していた。 

女性群では34歳未満で82％強を占めていた。 

 

2)広報資材の認知 

沖縄地域に在住する MSM の性行動の特性お

よびコミュニティ組織 （Community-Based 

Organizations：CBO）活動・資材（以下 CBO

群）の認知では50％強と他のMSM以外の男性、

女性より有為に高かった。AC 広告(エイズ予

防財団)の資材への関心も他の 2 群の倍で

あった。 

 

D.考察 

1.MSM の受検者層の年齢が他の群に比して低

かったのは，MSM はもっともハイリスクグ

ループであるので好ましい結果であった。し

かしながら、45 歳以上では 1/5 程度まで検査

率が低下するのは、県内における AIDS 発症患

者の年齢からすると極めて憂慮すべき結果で

ある。非 MSM 以外の男性では若年者層の受検

の意識欠如が課題である。 

2.MSM では経済状況が問題であり，受検にお

ける無料化は受検行動を惹起するのに有効と

思われた。 

 



E.結語 

CBO群と非CBO群では公的資材のアクセス度

に違いが認められ、これらを考慮した啓発活動

が必要である。 

 

研究Ⅱ.コミュニティネットワークを用いた

MSMを対象とする性の健康調査、HIV/AIDS感染

予防行動に関する質問紙調査 –GCQアンケー

ト- 

A.目的 

沖縄地域に在住するMSMの性行動の特性およ

びCBO活動の評価分析を行う。 

 

B.研究方法 

1.実施場所：沖縄県内（インターネット回答） 

2.実施期間：2011年10月2日～2013年9月30日。 

3.対象と実施方法：nankr沖縄の配布したQR

コードは受け取ったMSM。 

4.質問項目：基本属性、検査行動、性行動、性

感染症既往歴、HIVに関する対話経験、周囲の

感染者の有無、予防介入プログラムへの接触状

況とした。 

 

C.結果 

816人の回答を得た。 

1.ゲイを自認する割合は、年代間で有意差は認

めなかった。 

2.独居の割合は、年齢が高くなるにつれて正の

相関を認めた。 

3.商業施設の利用率は年齢が高くなるにつれ

て正の相関を認めた。 

4.出会い系サイトの利用率は年齢が高くなる

につれて負の相関を認めた。 

5.ゲイ向け合コンは25-29歳以上、ゲイの乱パ

は、30-34歳以上で急に増えて、以後プラトー

に達していた。 

6.ハッテン場利用は、年齢が高くなるにつれて

正の相関を認めた。 

7.ハッテン場（公共施設）の利用は30ｰ34歳以

上で急激に増加し、40歳以上が最も高く50％超

の割合であった。 

8.HIV検査受検歴は、30-34歳が75。9％と最も

高く、全ての年代で50％超であった。 

9.過去1年間の受検歴割合は30％前後であっ

た。 

10. 過去1年間の検査場所で、保健所の即日検

査と通常検査の間では、29歳以下ではほぼ同率

で差がなく、30歳以上では前者が6％と高い割

合であった。 

11.GCQアンケート介入活動の評価。 

Nankr沖縄の認知度は30ｰ 34歳が90％と高

く、24 歳以下で 5.6％と年代間で有為な差を

認めた。一方、Mabui 認知度はどの群でも 80％

前後と高かったが、mabui への訪問歴は 29 歳

以下が高く、30 歳以上ではでは 30％前後と低

かった。Nankr コンドームの持ち帰りは、平

均で 47.8％、年齢が高くなるほど高かった。 

 

D.考察と結語 

年齢の高さと相関して感染の高いリスク行

動を選択することが明らかとなった。中高年

者に対する検査啓発活動に注力する必要があ

る。 

 

研究Ⅲ.沖縄県におけるMSM向けHIV予防啓発

プログラムの開発の検討 

A.研究目的： 

沖縄県の MSM に対して地方都市向け HIV 予

防啓発プログラムの開発を検討した。 

 

B.研究方法 

沖縄県内の MSM 当事者団体「nankr 沖縄」

と協働で以下のプログラムを行った。 

1.コミュニティセンター「mabui」の運営 

啓発資材の設置、啓発プログラム・センター

への誘導プログラムの実施。 

2.ゲイコミュニティへの啓発活動 

MSM 商業施設・イベント・スポーツ大会で

の啓発資材の設置・配布。離島での Living 

Together Caféの開催。 

3.検査促進 

 



C.研究結果 

1.コミュニティセンターの運営 

2010年3月に沖縄のゲイタウンの中心部で

はなく近隣に設置し、ゲイバーへ行かない層

にも来場しやすいようにした。開館日は木・

金曜日が 18 時から 22 時、土曜日は 17 時から

22 時、日曜日は 15 時から 21 時までの開館と

した。オープンスペースの貸出も行い MSM の

サークル等がイベントや練習、ミーティング

等に使用している。その際時間をもらい検査

情報の提供や啓発イベントの告知、予防啓発

を行った。 

また、月平均の来場者は 2011 年度は 146

人、2012 年度は 175 人、2013 年度は 245 人と

年々増加している。月平均の初来場者数は

2011 年度は 13 人、2012 年度は 16 人、2013

年度は 19 人とこちらも年々増加している。セ

ンター内には啓発用の資材をテーブルの上に

も設置し、来場者が手に取り易い環境を工夫

した。 

啓発プログラムは 2011 年度は砂川秀樹氏

による「『エイズ』とゲイコミュニティ」と題

した講演会を 5回シリーズで行い、2012 年度

は HIV とゲイライフについてのワークショッ

プ「なんくる倶楽部 R」を年 6回、2013 年度

は「なんくる倶楽部 R」年 3 回とプログラム

のマンネリ化を防ぐため HIV と MSM が関心の

ある事柄とを関連付けた体験型勉強会「大人

の授業」を年 3回行う。その他に HIV 陽性者

との交流会を年 1回、Living Together Café

を年 1回それぞれセンター内で行った。 

センターへの誘導プログラムでは 2011 年

度は啓発色をあまり表に出さない「リョウコ

ン」を年 4回実施イベント終了時に検査キャ

ンペーンなどの告知を行った。2012 年度は

「リョウコン」年 4 回に加え、MSM に人気の

アーティストのイラスト展を 3回開催。また、

コミュニティからの申し出で組踊上映会、

GOGO ボーイによるパンクアップ教室などを

行った。2013 年度はマンネリ化 6防止のため

HIV 感染症・エイズに関心のない層に対して、

MSM が関心のあるアイテムや食べ物などを

テーマとしてパーティ形式でイベント「mabui

パーリー」を年 3 回、「リョウコン」を年 3

回、沖縄在住アーティストの詩画展、廃刊と

なったゲイ雑誌の展示、その編集長であった

方のトークショーをそれぞれ行った。 

 

2.ゲイコミュニティへの啓発活動 

コミュニティペーパーを年に 4回発行。県

内の全ての MSM 商業施設約 50 軒に設置。2011

年度は2,000部から5,000部であったが2012

年度からは各 2,000 部とした。2013 年度から

は従来の A3 から B3 サイズに紙面を拡大し、

情報量も増え見やすくなった。大きな変化は

中高年にも興味をもってもらえるようコー

ナーを設けたり、県内にも HIV 陽性者がいる

というリアリティーを持てるように沖縄県内

にも HIV 陽性者がいるというリアリティーを

持てるよう県内のHIV陽性者団体OHPAM(オー

パム)と連携し、 HIV 陽性者手記を掲載した。  

ゲイバーへのコンドームの配布は nankr 童

(わらばー)というチームを組みお揃いのポロ

シャツを着て 2 週間に 1 度本島内の全ゲイ

バー約 40 軒へオリジナルパッケージコン

ドームの補充を行った。また離島にある全ゲ

イバー3 軒にはそれぞれ協力してくれる人を

リクルートしいていてコンドームが少なくな

ると連絡をもらい、郵送にて補充を行ってい

る。コンドームのパッケージは沖縄の景色に

し、実家住まいの県内在住者には持って帰り

易く、県外からの観光客にはお土産にもなる

ようなデザインとした。月平均 800 個程度補

充を行っている。ゲイバーだけではなく MSM

のみが入場できるクラブイベントでは受付や

トイレに資材を設置、スポーツ大会において

も開会式に時間をもらい nankr 沖縄や mabui

の紹介や資材の配布を行った。 

離島のゲイバーでは 2012 年度に宮古島で、

2013 年度には宮古島、石垣島で Living 

Together Caféを開催。2013 年度には他団体

が主催するイベントで Living Together Café



を 2回開催した。 

 

3.検査促進 

2011 年度と 2012 年度は MSM は HIV 以外の

STI も無料で検査できるキャンペーンを行っ

た。(当時 HIV 以外は有料検査であった)2011

年は中央保健所で1月4日から3月30日まで

行い 79 名が受検した、2012 年度は中央保健

所と南部保健所で6月1日から3月29日まで

行い 171 名が受検した。2013 年度は 9月に那

覇市保健所が行った、11 月に南部保健所が

行った MSM 休日検査の広報をそれぞれ実施し

た。また、宮古島保健所と八重山保健所と協

働で検査促進ポスターをそれぞれ作成し、MSM

商業施設へは nankr 沖縄がその他の施設へは

各保健所が配布した。 

2012 年度、2013 年度には MSM が検査を受け

やすい環境作りを行うため保健所職員等への

研修会を実施した。 

 

D.考察 

1.コミュニティセンターの運営 

コミュニティセンターmabui への来場者と

新規来場者は年々増えきている。これは

mabui の認知度が高くなったことと性的マイ

ノリティの若年団体などが通常の利用に加え

オープンスペースの利用が増えたためと考え

られる。来場者には特にゲイバーなどに行か

ない人が多く、MSM のひとつの居場所となり

それらの層への継続的な啓発をする場となっ

ている。 

啓発プログラムも参加型や体験型とするこ

とで参加者が堅苦しくなく知識を得ることが

できている。また、Living Together Caféや

陽性者との交流会などでは HIV 陽性者への偏

見が軽減され、予防啓発にも繋がっている。 

 

2.ゲイコミュニティへの啓発活動 

コミュニティペーパーに沖縄県在住の陽性

者の手記を掲載したことは HIV を身近に感じ

るいい機会となった。コミュニティペーパー

の表紙のモデルをやりたいと問い合わせも多

くなり、モデルをやることがステイタスにも

なっている。県内のゲイバーではコミュニ

ティペーパーやコンドームを、ゲイバー以外

の MSM 商業施設ではコミュニティペーパーを

設置するのが当たり前のようになっており、

オープンするお店は快く設置をしてくれ常に

全 MSM 商業施設と連携が取れている。これは

地道に 2週間に 1度アウトリーチを行った成

果だと考える。また、なかなかアウトリーチ

の出来ない離島のゲイバーなどへは Living 

Together Caféを会場として利用することで

親密な関係を築け HIV 陽性者の相談をマス

ターから受けたり、離島保健所とのパイプ役

を行うことができるなどの収穫も大きかった。

他団体にイベントで啓発ができ更に幅広い層

へのアプローチができた。 

 

3.検査促進 

保健所との協働及び連携で MSM に対する検

査促進が行え、初受検者掘り起こしにもなっ

ている。保健所職員対象に研修会を開くこと

で MSM が受検しやすい環境作りが出来つつあ

り、保健所との連携も密になってきている。 

 

E.結語 

コミュニティセンターmabui を拠点とする

ことで安定的な MSM コミュニティへのアプ

ローチができるようになってきた。2週間に 1

回のアウトリーチや各種イベントでの資材配

布は nankr 沖縄及び mabui の認知を上げてい

るが、これらを維持し更なるプログラムを開

発・実施するには人材の確保と育成が望まれ

る。また、この 3年間は行政との関わりが密

になった期間でもあった。今後は若年層や中

高年などターゲットを絞った啓発プログラム

の開発が求められることから、更に行政との

連携を強化しながら、他団体との協力体制を

構築しプログラムを実施した。 

また、2014 年 1 月 28 日の県内新聞に HIV

検査状況が掲載された翌日の nankr 沖縄の



ホームページへのアクセスが 4倍以上も急増

したことは、MSM 向けの広報活動に、メディ

アも重要な手段であることが再認識され、今

後はこのようなメディアへの情報発信を検討

する必要がある。 

 

F. 個人情報の管理について 

1. 個人情報の紛失，流出，改ざんおよび漏洩

などを防ぐため，個人情報を保有するのは研

究代表者と分担研究者のみとし，情報管理上

問題は発生しなかった。 

2. 法令等の順守について 

個人情報保護に関して適用される法令，国

のガイドラインを熟読し順守した。 
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